
明治期送り仮名法制定経緯について

言語: Japanese

出版者:

大阪女子大学人文社会学部人文学科日本語日本文学専攻

公開日: 2010-07-29

キーワード: 

作成者: 山東, 功

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24729/00011083URL



六
〇

明
治
期
送
り
仮
名
法
制
定
経
緯
に
つ
い
て

山
　
東

功

一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
刊
行
の
国
語
調
査
委
員
会
編

『
送
仮
名
法
』
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
送
り
仮
名
法
制
定
経
緯
に
つ
い
て
、

文
法
研
究
と
の
関
係
か
ら
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
送
り
仮

名
法
の
実
態
や
系
統
関
係
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
踏
み
込
ん
だ
研
究
が
少

な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
か
か
る
研
究
の
遺
漏
を
補
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
「
送
り
仮
名
」
と
い
う
術
語
に
つ
い
て
は
、
近

代
以
前
に
お
け
る
「
捨
て
仮
名
」
と
い
う
用
例
や
「
副
仮
名
」
と
い
う
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

語
を
踏
ま
え
つ
つ
も
慣
例
に
従
っ
た
．
ち
な
み
に
送
り
仮
名
法
関
係
書
の

中
に
は
「
仮
名
」
に
つ
い
て
、
近
世
で
の
用
例
を
継
承
す
る
よ
う
に
「
仮

字
」
と
表
記
す
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
特
に
区
別
し
な

い
で
考
察
を
行
う
。

二
　
送
り
仮
名
法
制
定
経
緯

　
送
り
仮
名
を
ど
う
送
る
か
と
い
う
「
送
り
仮
名
法
」
と
は
従
来
、
実
用

主
義
的
要
求
か
ら
暫
定
的
に
制
定
さ
れ
た
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
大
槻
文
彦
は
明
治
三
〇
（
一
八
九
八
）
年
刊
行
の
『
広
日
本
文

典
別
記
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
送
仮
名
ノ
法
モ
、
文
典
二
説
ク
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
が
如
シ
ト
錐
ド
モ
、

　
　
到
底
、
一
定
ノ
法
ヲ
立
テ
難
シ
、
（
中
略
）
副
詞
ノ
如
キ
、
「
尚
」
、

　
　
「
尚
ホ
」
、
「
寧
」
、
「
寧
ロ
」
、
「
殆
ド
」
、
「
殆
ン
ド
」
、
ナ
ド
ト
、
人
々

　
　
ノ
記
ス
断
、
区
々
ナ
リ
、
其
他
ニ
モ
、
尚
、
多
シ
、
縦
ヒ
、
一
定
シ

　
　
タ
リ
ト
テ
、
人
々
、
守
ラ
ザ
ル
ベ
シ
、
畢
寛
ハ
、
漢
字
ノ
、
音
読
ス

　
　
ベ
キ
カ
、
訓
読
ス
ベ
キ
カ
、
惑
ハ
ム
モ
ノ
、
又
ハ
、
一
字
、
数
様
二

　
　
読
マ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
、
掛
長
シ
テ
送
ラ
バ
可
ナ
ラ
ム
、
唯
、
大
凡
ソ

　
　
ノ
習
慣
二
因
襲
ス
ベ
キ
ノ
ミ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
七
頁
）

　
つ
ま
り
、
送
り
仮
名
法
の
制
定
は
慣
習
に
則
ら
ざ
る
を
得
ず
、
結
局
は



完
全
な
も
の
は
作
れ
な
い
と
い
う
、
送
り
仮
名
法
制
定
放
棄
と
も
読
み
取

れ
る
よ
う
な
言
を
大
槻
は
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
反
映
し

て
の
こ
と
か
、
『
言
海
』
の
語
項
記
述
で
は
送
り
仮
名
が
明
瞭
で
は
な
い
。

ま
た
、
林
（
一
九
七
七
）
の
記
す
と
こ
ろ
に
拠
れ
ば
、
保
科
孝
一
な
ど
は

「
送
り
仮
名
は
国
語
政
策
の
命
と
り
だ
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
保
科

は
『
国
語
学
精
義
』
（
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
）
の
中
で
送
り
仮
名

の
こ
と
を
「
徹
頭
徹
尾
語
学
上
の
基
礎
に
遵
生
し
て
、
之
を
整
理
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
、
殊
に
日
本
語
の
性
質
か
ら
み
て
不
可
能
で
あ
る
。
」

（
六
二
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
言
か
ら
も
、
送
り
仮
名
法
は
便
宜
的
な
慣

習
則
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
公
文
書
記
載
や
国
語
教

育
の
場
で
は
、
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
送
り
仮
名

で
あ
る
。
こ
こ
に
対
外
公
文
書
の
成
立
や
国
語
教
育
と
い
っ
た
、
国
語
と

い
う
近
代
的
言
語
編
制
の
諸
矛
盾
を
顕
現
化
さ
せ
る
側
面
が
垣
間
見
ら
れ

よ
う
。
つ
ま
り
、
送
り
仮
名
法
が
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
極

め
て
歴
史
的
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
そ

う
し
た
送
り
仮
名
法
を
制
定
さ
せ
る
に
至
っ
た
、
い
わ
ば
悪
戦
苦
闘
の
過

程
を
概
述
す
る
基
礎
作
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

明
治
期
送
り
仮
名
法
制
定
経
緯
に
つ
い
て

ニ
ノ
一
　
先
行
研
究

　
送
り
仮
名
法
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
送
り
仮
名
の
史
的
研
究
に
比

し
て
極
め
て
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
概
論
的
な
記
述
、
の
も
の
を
除
い

て
、
明
治
以
降
の
送
り
仮
名
法
に
つ
い
て
本
格
的
に
言
及
さ
れ
た
も
の
に

は
、
国
立
国
語
研
究
所
編
『
送
り
仮
名
法
資
料
集
』
（
一
九
五
二
、
以
下

『
癌
研
編
』
と
略
す
）
と
、
三
宅
武
郎
編
『
送
り
仮
名
法
資
料
集
』
（
一
九

六
二
、
以
下
『
三
宅
編
』
と
略
す
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
県
は
明
治
以
降

の
送
り
仮
名
法
に
関
す
る
基
本
資
料
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

『
三
宅
編
』
所
収
の
文
部
省
国
語
課
編
（
倉
野
憲
司
担
当
）
「
従
来
の
送
り

仮
名
法
に
関
す
る
調
査
研
究
（
未
定
稿
）
」
（
一
九
四
一
、
以
下
「
倉
野
編
」

と
略
す
）
は
、
未
定
稿
で
あ
る
た
め
に
記
述
が
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
具

体
的
な
書
目
や
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
上
で
重
要
で
あ

る
。
以
下
講
書
の
記
述
を
中
心
に
諸
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
論
を
進
め
て

い
く
。

ニ
ノ
ニ
　
送
り
仮
名
法
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
著
述

　
中
根
の
『
日
本
文
典
』
内
の
「
送
り
仮
名
法
則
」
以
降
、
国
定
の
送
り

仮
名
法
と
も
い
う
べ
き
国
語
調
査
委
員
会
編
『
送
仮
名
法
』
が
刊
行
さ
れ

る
ま
で
、
多
く
の
送
り
仮
名
法
に
関
す
る
著
述
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、

六
一



そ
の
書
目
全
体
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

以
下
関
係
書
目
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
列
挙
す
る
。
こ
こ
で
●
印
は
『
国

産
編
』
や
『
三
宅
編
』
で
翻
刻
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
○
印
を
付
し
た
も
の

は
、
後
述
す
る
国
語
調
査
委
員
会
編
『
送
仮
名
法
』
の
参
考
文
献
と
し
て

言
及
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
△
印
は
「
倉
野
編
」
で
調
査
対
象
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
印
の
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
今

回
、
新
に
指
摘
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

●
　
△
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
内
「
送
り
仮
名
法
則
」
一
八
七
六
（
明
治

　
　
　
　
九
）
年

●
○
△
文
部
省
編
輯
局
定
『
送
仮
名
写
法
』
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年

　
　
△
箕
輪
醇
『
送
仮
字
弁
』
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
　
非
売
品

　
○
△
浜
田
健
二
郎
『
副
仮
字
法
規
』
一
八
八
七
、
（
明
治
二
〇
）
年

　
　
△
田
中
浜
乎
『
仮
名
交
文
典
』
内
「
漢
字
送
仮
名
門
」
一
八
八
八

　
　
　
　
（
明
治
二
一
）
年

　
　
　
中
島
民
之
介
漏
翻
送
仮
字
弁
』
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年

　
　
　
矢
崎
千
尋
『
新
定
送
仮
名
法
釈
例
』
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年

　
　
△
著
者
不
明
『
送
仮
名
法
』
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年

　
　
　
石
西
尚
一
『
送
仮
名
法
』
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年

●
○
△
内
閣
官
報
局
編
『
送
仮
名
法
』
一
八
九
囚
（
明
治
二
七
）
年

六
二

●
○
△
中
根
淑
「
送
仮
名
大
概
』
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年

●
○
△
佐
藤
仁
之
助
編
「
新
撰
送
仮
字
法
』
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年

　
　
　
桜
田
辰
吉
『
実
用
送
仮
名
法
』
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
（
未

　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
見
）

　
　
　
藤
井
金
吾
編
『
送
仮
名
法
案
及
句
読
法
』
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）

　
　
　
　
非
売
品

　
　
△
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
編
『
送
仮
名
法
漢
字
用
例
』
一
九
〇
六
（
明

　
　
　
　
治
三
九
）
年

●
　
△
国
語
調
査
委
員
会
編
『
送
仮
名
法
』
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年

　
○
　
東
京
府
第
一
中
学
校
編
『
送
仮
名
法
』
刊
行
年
不
明
（
所
在
不
明
）

　
○
　
女
子
高
等
師
範
学
校
編
『
送
仮
名
法
』
刊
行
年
不
明
（
所
在
不
明
）

　
○
△
静
岡
師
範
学
校
編
『
送
仮
名
法
』
刊
行
年
不
明
（
所
在
不
明
）

　
○
△
徳
島
師
範
学
校
編
『
実
用
送
仮
名
法
』
刊
行
年
不
明
（
所
在
不
明
）

　
○
△
中
等
国
語
教
育
相
談
会
編
　
　
『
送
仮
名
法
』
（
高
等
師
範
学
校
水

　
　
　
　
曜
会
）
刊
行
年
不
明
（
所
在
不
明
）

　
な
お
、
刊
行
年
・
所
在
不
明
の
五
点
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
は
学
校
内
の
指
導

用
に
編
纂
さ
れ
た
冊
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
中
等
国
語
教
育
相
談
会
（
高
等
師
範
学
校
水
曜
会
）



編
の
『
送
仮
名
法
』
に
つ
い
て
は
、
松
井
（
一
九
三
八
）
の
中
で
送
り
仮

名
法
制
定
に
際
し
て
の
苦
労
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
送
り
仮
名
法
関
係
書
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、
当

然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
こ
う
し
た
書
の
存
在
は
、
送
ゆ
仮
名
法
が
と
り
わ

け
公
文
書
や
教
育
指
導
上
の
指
針
な
ど
に
お
け
る
正
書
法
制
定
と
い
う
形

で
、
次
第
に
重
視
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
来
、
送
り
仮

名
は
誤
読
を
避
け
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
便
法
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ

て
、
読
解
能
力
へ
の
配
慮
如
何
に
よ
っ
て
仮
名
の
扱
い
が
変
わ
っ
て
く
る
。

逆
に
、
そ
う
し
た
緩
や
か
な
便
法
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
送

り
仮
名
法
は
あ
る
限
定
さ
れ
た
分
野
で
明
確
な
正
書
法
と
し
て
発
揮
で
き

た
と
も
い
え
る
。

　
次
に
、
先
の
書
目
一
覧
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
送
り
仮
名
法
に
お
い
て
重

要
な
指
摘
を
し
て
い
る
中
根
淑
の
説
を
取
り
上
げ
、
他
の
送
り
仮
名
法
関

係
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
、

三

中
根
淑
の
送
り
仮
名
法

一
『
日
本
文
典
』
と
『
送
仮
名
大
概
』
1

　
送
り
仮
名
法
に
つ
い
て
最
初
に
述
べ
ら
れ
た
著
述
は
、
先
述
の
よ
う
に

中
根
淑
『
日
本
文
典
』
（
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

送
り
仮
名
自
体
へ
の
注
目
は
「
捨
て
仮
名
」
と
い
う
形
で
漢
文
訓
読
の
歴

　
　
　
　
明
治
期
送
り
仮
名
法
制
定
経
緯
に
つ
い
て

史
に
お
い
て
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
送
り
仮
名
法
に
つ
い

て
も
近
世
に
は
断
片
的
な
が
ら
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
組
織

的
と
い
う
点
で
は
や
は
り
中
根
の
も
の
が
最
初
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
、

こ
の
送
り
仮
名
法
制
定
に
は
中
根
だ
け
で
は
な
く
、
陸
軍
参
謀
局
出
仕
当

時
の
同
僚
、
木
村
信
卿
、
那
珂
通
高
両
名
と
の
議
論
が
関
係
し
て
い
た
旨

が
、
後
述
す
る
『
送
仮
名
大
概
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
、
軍
に
籍

を
お
い
た
中
根
が
送
り
仮
名
法
の
制
定
に
着
手
し
た
と
い
う
事
実
は
、
言

語
編
制
と
規
律
化
の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
の
思
想
史
的
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
さ
て
、
中
根
は
「
送
り
仮
名
二
就
キ
テ
、
四
種
ノ
要
領
ア
リ
」
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
送
り
仮
名
法
を
例
示
し
た
。

　
　
変
化
ノ
声
ヲ
送
ル
者

　
　
　
動
詞
由
来
の
転
成
名
詞
（
喜
ビ
・
楽
ミ
）
　
動
詞
活
用
（
飽
キ
・

　
　
　
飽
ク
・
押
シ
・
押
ス
）
　
合
成
名
詞
（
噴
キ
井
戸
・
水
入
レ
）

　
　
語
申
ノ
声
ヲ
送
ル
者

　
　
　
形
容
詞
由
来
の
転
成
名
詞
（
長
サ
・
重
ミ
）
　
漢
字
単
独
で
別
の

　
　
　
読
み
を
す
る
語
（
但
シ
・
直
チ
・
タ
ベ
）

　
　
語
中
ノ
声
ヲ
送
ラ
ザ
ル
者

　
　
　
名
詞
（
古
・
勢
・
形
）
、
副
詞
（
既
・
尽
・
自
）
、
接
続
詞
（
則
・

　
　
　
且
・
又
）

六
三



　
　
規
則
外
ノ
者

　
　
　
而
・
以
・
雛
（
動
詞
ト
後
詞
ト
ヲ
合
ハ
セ
保
チ
タ
ル
者
）

　
語
形
変
化
に
従
っ
て
送
り
仮
名
を
送
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
妥
協
ン
．
ハ
、
思
ヒ
・
思
フ
・
思
へ
・
ト
四
段
ノ
働
キ
ヲ
ナ
ス
語
ナ

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
際
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一

　
　
レ
バ
、
ハ
ヲ
送
ラ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
終
ル
・
ハ
、
元
・
終
フ
・
終
へ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ハ

　
　
ト
下
二
段
ノ
働
キ
ヲ
ナ
ス
語
ナ
レ
バ
、
終
ル
・
ト
云
フ
ト
キ
ノ
ハ
ハ
、

　
　
変
化
ノ
声
二
非
ザ
ル
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
巻
七
五
丁
表
）

　
こ
の
方
法
で
い
け
ば
自
他
の
違
い
が
存
在
す
る
場
合
、
少
々
問
題
と
な

る
。
例
え
ば
「
終
（
お
）
ふ
」
は
「
終
（
お
）
へ
」
と
変
化
す
る
の
で
問

題
は
な
い
が
、
同
形
の
場
合
は
区
別
し
が
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
中
根

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
オ
チ
イ
　
　
　
オ
ト
シ
イ

　
　
陥
ル
・
陥
ル
・
モ
共
ニ
ル
ノ
ミ
ヲ
送
ル
ベ
シ
、
自
他
ノ
違
ビ
ア
ル

　
　
故
二
、
読
ム
人
自
了
解
シ
得
ル
ナ
リ
　
　
　
　
　
（
下
巻
七
五
丁
裏
）

　
自
他
が
明
白
で
あ
る
か
ら
よ
い
と
い
う
の
で
は
、
送
り
仮
名
法
が
読
解

の
便
宜
を
は
か
る
た
め
と
い
う
本
旨
に
背
く
よ
う
に
も
思
え
る
け
れ
ど

も
、
と
も
あ
れ
、
活
用
語
尾
を
送
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し
た

と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
も
っ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
の
は
形
容
詞
に
送
り
仮
名
を
送
ら

な
い
点
に
あ
る
。

六
四

　
オ
ナ
ジ
　
ピ
サ
シ
　
タ
ノ
シ
　
カ
ナ
シ

　
　
同
・
久
・
楽
・
悲
・
等
ノ
語
ハ
、
世
俗
必
シ
ヲ
添
フ
ル
コ
ト
ト

　
　
ス
、
然
レ
共
、
シ
バ
固
ヨ
リ
語
中
ノ
声
ナ
レ
バ
、
之
ヲ
添
フ
ル
ニ
及

　
　
ハ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
巻
七
六
丁
表
）

　
形
容
詞
に
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
と
い
う
の
は
久
保
田
（
一
九
九
八
）

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
中
根
の
文
法
学
説
と
関
係
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
中
根
は
「
形
容
詞
」
を
英
文
典
の
一
9
。
9
Φ
o
臥
く
Φ
．
で
把
握

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
形
容
詞
の
活
用
表
を
設
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
例
え
ば
「
早
シ
」
は
「
早
」
で
示
し
、
「
早
キ
」
な
ど
の

場
合
は
「
第
一
語
尾
」
の
「
キ
」
が
っ
く
と
説
明
す
る
。
し
か
も
形
容
詞

の
連
用
形
に
つ
い
て
は
、
動
詞
を
修
飾
す
る
と
こ
ろ
が
ら
副
詞
と
し
て
別

　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ね

品
詞
に
含
め
て
い
る
．
こ
の
こ
と
か
ら
送
り
仮
名
法
は
、
そ
の
拠
る
べ
き

と
こ
ろ
の
文
法
学
説
に
極
め
て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
よ
う
。

　
ま
た
、
規
則
外
と
し
て
而
（
シ
カ
ウ
シ
テ
）
・
以
（
モ
チ
テ
）
・
錐

（
イ
ヘ
ド
モ
）
な
ど
は
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

動
詞
と
後
詞
（
中
根
の
術
語
で
助
詞
に
相
当
）
の
要
素
を
合
わ
せ
も
っ
て

一
語
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
漢
字
表
記
の
場
合
は
、

そ
の
字
を
目
当
て
に
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
但
シ
是
モ
仮
名
字
二
、
シ
カ
ウ
シ
テ
・
モ
チ
テ
・
イ
ヘ
ド
モ
・



　
　
ト
書
シ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
、
分
明
二
動
詞
ト
後
詞
ト
ヲ
分
タ
ザ
ル
ヲ
得
ザ

　
　
レ
共
、
漢
字
ヲ
以
書
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
特
二
其
ノ
文
字
ヲ
目
当
テ
ト

　
　
シ
テ
、
品
詞
ノ
合
シ
タ
ル
者
ト
知
ル
ベ
キ
ナ
リ

　
　
（
下
巻
七
六
丁
裏
・
七
七
丁
表
）

　
こ
の
よ
う
に
「
送
り
仮
名
法
則
」
を
概
観
す
れ
ば
、
変
化
と
語
の
性
質

の
二
点
に
着
目
し
た
送
り
仮
名
法
で
、
活
用
や
転
成
か
ら
な
る
品
詞
の
特

性
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
文
典
が
お
も
に

活
用
変
化
と
品
詞
分
類
を
記
述
し
て
い
る
点
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

文
典
と
い
う
著
述
の
申
で
、
活
用
体
系
や
品
詞
分
類
と
送
り
仮
名
法
と
の

関
係
が
明
確
に
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
送
り
仮
名
法
の
制
定
が
図
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
具
体
的
に
は
「
変
化
ノ
声
」
と
さ
れ
る
変
化
語
尾
や

「
後
詞
」
で
あ
る
助
詞
な
ど
を
こ
こ
に
『
日
本
文
典
』
の
中
で
送
り
仮
名

法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
も
、
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
「
送
り
仮
名
法
則
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
文
典
』
が
依

拠
し
た
『
英
青
墨
文
典
』
の
．
〉
勺
勺
国
Z
u
一
×
．
に
該
当
す
る
部
分
を
、
中

根
が
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
附
録
は
正
書
法
で
あ
り
、
文
典
の
巻

末
に
正
書
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
、
中
根
は
重
視
し
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
中
根
は
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
、
再
び
『
送
仮
名
大
概
』
と
い

う
送
り
仮
名
法
の
著
述
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
先
の
「
送
り
仮
名
法
則
」
の

明
治
期
送
り
仮
名
法
制
定
経
緯
に
つ
い
て

不
備
を
正
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
送
り
仮
名
法
ヲ
立
ツ
ル

沢
目
、
務
メ
テ
簡
ニ
シ
テ
易
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
し
て
、
法
則
の
簡

便
化
を
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
に
は
「
法
ハ
便
利
ノ
最
モ
多
キ
処
ヲ
択
ビ

テ
立
ツ
ル
ヨ
リ
善
キ
ハ
ナ
シ
、
固
ヨ
リ
送
り
仮
名
二
原
則
ナ
ド
云
フ
者
ア

ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」
と
す
る
唱
酬
の
送
り
仮
名
観
が
関
係
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
さ
て
、
中
根
は
咽
送
仮
名
大
概
』
で
品
詞
別
に
送
り
仮
名
法
を
説
い
た
。

そ
の
特
徴
と
な
る
諸
点
を
抄
出
す
る
。

　
名
詞
は
原
則
と
し
て
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
が
、
音
訓
を
誤
り
や
す
い

も
の
は
「
飽
キ
、
押
シ
、
恥
ヂ
、
報
イ
、
駆
ケ
、
痩
セ
」
の
よ
う
に
一
字

の
仮
名
を
送
る
。
さ
ら
に
、
認
尾
を
誤
る
場
合
が
多
い
の
で
「
福
ヒ
、
勢

ヒ
、
類
ヒ
、
扇
ギ
、
帯
ビ
、
畳
ミ
」
な
ど
の
送
り
仮
名
も
送
る
べ
き
だ
と

し
て
い
る
。
こ
の
法
則
に
従
え
ば
、
送
り
仮
名
は
多
く
送
る
こ
と
に
な
る
。

　
代
名
詞
は
「
レ
」
を
送
ら
ず
「
我
」
で
「
わ
れ
」
と
す
る
。
諸
例
と
し

て
「
我
輩
」
は
必
ず
「
我
が
輩
」
と
「
ガ
」
を
送
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
君
が
代
、
梅
が
枝
」
と
同
じ
類
だ
か
ら
だ
と
い
う
。

　
形
容
詞
は
「
送
り
仮
名
法
則
」
と
変
わ
り
「
シ
」
「
キ
」
「
シ
キ
」
を
送

る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。

　
動
詞
に
つ
い
て
は
諸
例
を
挙
げ
て
逐
次
述
べ
て
い
る
が
、
興
味
深
い
も

の
と
し
て
「
変
ル
、
交
ル
、
聞
ユ
、
興
ル
」
の
場
合
「
変
ハ
ル
、
交
ハ
ル
、

六
五



聞
コ
ユ
、
興
コ
ル
」
と
い
う
よ
う
に
は
、
「
斯
ク
マ
デ
送
ル
ニ
ハ
及
バ
ザ

ル
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
変
フ
、
交
フ
」
な
ど
を
想
定
す
れ
ば
、

誤
る
こ
と
は
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。

　
副
詞
に
つ
い
て
は
「
副
詞
ノ
一
篇
ノ
ミ
ハ
、
道
理
二
曹
ラ
ン
ヨ
リ
モ
、

寧
ロ
便
宜
二
心
ク
コ
ト
肝
要
ナ
リ
」
と
し
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
送
る
、

送
ら
な
い
の
別
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
「
蓋
シ
、
先
ヅ
、
若
シ
、
則
チ
、

将
タ
、
寧
ロ
、
甚
ダ
、
独
り
、
斯
ク
、
殆
ド
、
漸
ク
、
恰
モ
、
頗
ル
、
尽

ク
、
但
シ
、
最
モ
、
暫
ク
、
聯
力
、
縦
ヒ
、
未
ダ
、
曽
テ
、
頓
テ
、
転
タ
、

凡
ソ
、
概
ネ
、
故
ラ
、
或
ハ
、
強
チ
、
自
ラ
、
手
ラ
、
必
ズ
、
荷
モ
、
況

や
、
剰
へ
、
併
ラ
」
な
ど
は
送
り
、
「
又
、
且
、
猶
、
唯
、
元
、
稽
、
侭
、

皆
、
昔
、
今
、
否
」
な
ど
は
送
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　
接
続
詞
に
つ
い
て
は
「
則
チ
、
将
タ
、
況
や
」
の
よ
う
に
副
詞
の
送
り

方
に
準
用
す
る
が
、
た
だ
「
加
之
、
就
中
」
は
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
と

し
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
根
の
送
り
仮
名
法
に
つ
い
て
は
、
簡
明
さ
を
旨

と
す
る
形
で
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
意
味
で
は
法
則

と
し
て
あ
る
部
分
で
は
筋
を
通
し
、
あ
る
部
分
で
は
慣
用
に
従
う
と
い
っ

た
振
幅
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
送
り
仮
名
に
は
原
則
な
ど
な
い
と

喝
破
し
つ
つ
も
、
ま
が
り
な
り
に
法
則
を
打
ち
出
し
た
点
は
評
価
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

四
　
送
り
仮
名
法
の
系
統

六
六

．
『
送
仮
名
法
㎞
刊
行
に
至
る
ま
で
の
送
り
仮
名
法
に
関
す
る
著
作
は
先

の
一
覧
で
見
た
よ
う
に
多
く
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
仔
細
に
検
討
す
る

と
、
内
容
が
全
く
同
じ
の
も
の
や
語
句
の
修
正
を
行
っ
た
だ
け
と
い
う
も

の
も
多
く
、
数
種
類
に
黒
日
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
著
述
を
系
統

別
に
整
理
し
て
み
た
い
。

　
送
り
仮
名
法
自
体
は
、
さ
ほ
ど
珍
奇
な
も
の
で
な
い
限
り
、
お
の
ず
と

似
通
っ
て
く
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
動
詞
の
活
用
語
尾
は
送
る
、
原
則
と

し
て
名
詞
単
独
で
は
送
ら
な
い
、
な
ど
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
こ
と
が
ら
で
あ

る
。
そ
う
し
た
共
通
項
を
も
っ
て
影
響
関
係
を
推
定
す
る
の
は
無
理
と
い

う
も
の
で
、
む
し
ろ
、
送
り
仮
名
法
の
系
統
を
考
え
る
に
は
、
依
拠
す
る

文
法
学
説
の
比
較
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
を

類
別
化
す
る
形
で
ま
と
め
て
い
く
の
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

送
り
仮
名
法
の
中
に
は
、
先
に
出
さ
れ
た
送
り
仮
名
法
の
際
立
っ
た
特
徴

を
継
承
し
た
も
の
も
存
在
す
る
。
さ
ら
に
序
文
や
嚴
に
お
い
て
参
照
に
し

た
文
献
を
明
確
に
言
及
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
内
容
の
検
討
に
お
い
て
大
い
に
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
今
回
調
査
可
能
な
送
り
仮
名
法
関
係
書
の
章
立
て
に
つ
い
て
は
、
次
の

通
り
で
あ
る
。



中
根
淑
『
日
本
文
典
』
内
「
送
り
仮
名
法
則
」
（
明
治
九
年
）

　
品
詞
分
類
ご
と
の
説
明
な
し

文
部
省
編
輯
二
三
『
送
仮
名
写
法
』
（
明
治
一
五
年
）

　
名
辞
・
動
辞
・
形
容
辞
・
副
辞
・
代
名
辞
・
接
続
辞
・
感
嘆
辞
・

　
居
後
辞

箕
輪
醇
『
送
仮
字
弁
』
（
明
治
一
六
年
）

　
体
言
・
別
体
言
・
熟
語
・
虚
字
・
用
言
・
延
約
言
・
音
便
．
一
字

　
数
義
・
乱
軍
言
・
仮
字
遣
・
例
外

浜
田
健
二
郎
『
副
仮
字
法
規
』
（
明
治
二
〇
年
）

　
総
則
・
名
詞
・
代
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
啄

　
嘆
詞
・
音
便
ノ
事

田
中
換
乎
『
仮
名
交
文
典
』
内
「
漢
字
送
仮
名
門
」
（
明
治
一
二
年
）

　
品
詞
分
類
ご
と
の
説
明
な
し

中
島
民
之
介
『
和
読
必
携
送
仮
字
弁
』
（
明
治
二
一
年
）

　
体
言
・
別
体
言
・
熟
語
・
虚
字
・
用
言
・
延
約
言
・
音
便
・
一
字

　
数
義
・
転
空
言
・
仮
字
遣
・
例
外

矢
崎
千
尋
『
書
聖
送
仮
名
法
諺
例
』
（
明
治
二
三
年
）

　
総
則
・
名
詞
・
代
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
啄

　
嘆
詞
・
音
便
ノ
事
・
略
字
及
濁
音
字
ノ
事

著
者
不
明
『
送
仮
名
法
』
（
明
治
二
四
年
）

　
　
明
治
期
送
り
仮
名
法
制
定
経
緯
に
つ
い
て

　
　
総
則
・
名
詞
・
代
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
啄

　
　
嘆
詞
・
音
便
ノ
事
・
略
字
翌
翌
音
字
ノ
事

石
西
尚
一
『
送
仮
名
法
』
（
明
治
二
七
年
）

　
　
総
則
・
名
詞
・
代
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
味

　
　
嘆
詞
・
音
便
ノ
事
・
略
字
及
濁
音
字
ノ
事

内
閣
官
報
局
編
『
送
仮
名
法
』
（
明
治
二
七
年
）

　
　
総
則
・
名
詞
・
代
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
啄

　
　
嘆
詞
・
音
便
ノ
事
・
略
字
及
濁
音
字
ノ
事

中
根
淑
『
送
仮
名
大
概
』
（
明
治
二
八
年
）

　
　
名
詞
・
代
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
接
続
詞

佐
藤
仁
之
助
編
『
新
撰
送
仮
字
法
』
（
明
治
三
二
年
）

　
　
名
詞
・
代
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
助
詞
・
感

　
　
歎
詞

　
藤
井
金
吾
編
『
送
仮
名
法
案
及
句
読
法
』
（
明
治
三
七
年
）

　
　
名
詞
・
代
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
副
詞
・
接
続
詞

　
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
編
『
送
仮
名
法
漢
字
用
例
』
（
明
治
三
九
年
）

　
　
動
詞
及
ビ
助
辞
・
形
容
詞
・
名
詞
・
代
名
詞
・
副
詞
及
ビ
接
続
詞

な
お
記
述
の
便
宜
上
、
以
下
の
略
語
を
用
い
る
。

　
申
根
1
　
　
『
日
本
文
典
』
　
　
　
　
文
部
省
　
　
『
送
仮
名
写
法
』

　
箕
　
輪
　
　
『
送
仮
字
弁
』
　
　
　
　
浜
　
田
　
　
『
副
仮
字
法
規
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



陸藤中石矢田
　　根
軍井2西崎中

『
仮
名
交
文
典
』
　
　
　
中

『
新
定
送
仮
名
法
釈
例
』
不

『
送
仮
名
法
』
　
　
　
　
内

『
送
仮
名
大
概
一
　
　
　
佐

『
送
仮
名
法
案
及
句
読
法
』

『
送
仮
名
法
漢
字
用
例
』

四
ノ
一
　
初
期
段
階

藤閣遼寧
晶
撒
送
仮
字
弁
」

「
送
仮
名
法
』

「
送
仮
名
法
」

「
新
撰
送
仮
字
法
」

　
送
り
仮
名
法
制
定
の
初
期
段
階
は
、
「
中
根
1
」
と
「
文
部
省
」
の
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
文
部
省
」
は
内
田
嘉
一
が
起
草
し
た
も
の
だ
が
、

文
部
省
出
版
教
科
書
の
送
り
仮
名
は
「
文
部
省
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と

が
、
「
中
根
2
」
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
序
に
も
小
学
教
場
で
の
不
便

を
な
く
す
た
め
だ
と
い
う
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
文
部
省
」

の
特
徴
は
品
詞
の
本
性
を
説
い
て
、
そ
の
送
り
仮
名
法
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
点
に
あ
る
。

　
他
に
、
漢
文
訓
読
の
付
け
仮
名
を
明
確
に
意
識
し
て
作
ら
れ
た
と
推
察

さ
れ
る
送
り
仮
名
法
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
「
田
中
」
は
「
漢
字
送
仮
名

門
」
で
送
り
仮
名
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
「
漢
字
付
仮
名
門
」

を
立
て
て
別
に
論
じ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
付
仮
名
」
は
、
例
え
ば
「
最
」

は
「
最
モ
」
と
右
下
に
小
書
き
し
て
、
訓
読
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
と
い

六
八

う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、
小
書
き
は
付
け
仮
名
と
し
て
い
る
た

め
、
現
在
で
は
両
方
と
も
送
り
仮
名
で
処
理
さ
れ
て
い
る
個
所
で
あ
る
。

　
こ
の
「
田
中
」
は
、
仮
名
交
文
典
と
し
て
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
法
則

を
立
て
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
文
典
の
よ
う
に
品
詞
分
類
な
ど

は
解
説
し
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
送
り
仮
名
を
付
け
仮
名
と
併
置
し
て
述

べ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
送
り
仮
名
を
付
け
仮
名
と
は
別
に
意
識
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四
ノ
ニ
　
「
箕
輪
」
系
統

　
こ
の
「
箕
輪
」
の
系
統
は
、
品
詞
分
類
的
に
も
他
の
送
り
仮
名
法
と
は

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
「
箕
輪
」
は
奥
付
に
よ
る

と
「
文
書
局
蔵
版
　
不
発
売
」
と
あ
り
、
と
こ
ろ
が
「
矢
崎
」
は
「
箕
輪
」

を
そ
の
ま
ま
出
版
し
た
も
の
で
、
内
容
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
不
売
品
を

公
刊
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
箕
輪
と
矢
崎
と
い
う
人
物
関
係
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。

　
特
徴
と
し
て
は
「
虚
字
」
と
し
て
代
名
詞
・
副
詞
の
類
を
説
明
し
て
い

る
。
ま
た
「
自
」
な
ど
は
「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
と
ど
ち
ぢ
と

も
読
め
る
が
、
こ
う
し
た
も
の
を
コ
字
数
義
」
と
し
な
が
ら
も
、
体
言

な
の
で
送
ら
な
い
と
し
た
り
す
る
な
ど
、
概
略
は
原
則
を
守
ら
せ
よ
う
と

す
る
傾
向
が
強
い
。



　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
い
う
「
文
書
局
」
は
太
政
官
文
書
局
を
指
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。
内
閣
制
度
発
足
と
と
も
に
内
閣
官
報
局
と
な
っ
た
部
局
で

あ
り
、
官
報
の
編
集
・
発
行
を
担
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
官
報
表
記
の
圏
的

が
送
り
仮
名
法
制
定
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
治
前
期
の
言
語
編
制

過
程
に
お
い
て
、
中
根
の
場
合
と
同
様
に
無
視
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

し
か
も
箕
輪
は
西
周
と
も
交
友
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
根
と
も
知
己
で
あ

っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
資
料
と
し
て
は
現
在
、
北
海
道
立
文
書

館
所
蔵
の
箕
輪
家
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
筆
者
未
見
の

た
め
、
箕
輪
の
史
的
定
置
に
関
す
る
検
討
は
後
考
に
委
ね
た
い
。

四
ノ
三
　
「
浜
田
」
系
統

　
「
浜
田
」
の
特
徴
は
、
ま
ず
明
確
な
原
則
と
変
則
と
を
打
ち
た
て
て
、

そ
の
法
則
に
該
当
す
る
各
品
詞
別
に
、
送
り
仮
名
法
を
詳
述
す
る
と
い
う

点
に
あ
る
。

　
　
第
一
原
則
　
語
尾
変
化
セ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
送
仮
名
ヲ
附
セ
ズ

　
　
　
名
詞
　
代
名
詞
　
言
書
詞

　
　
第
二
原
則
　
語
尾
変
化
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
変
化
ス
ル
所
ヨ
リ
写
シ
テ
送

　
　
　
　
　
　
仮
名
ト
ス

　
　
　
動
詞
　
形
容
詞

　
　
第
一
変
則
　
語
尾
変
化
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
錐
モ
慣
用
ト
便
宜
ト
ニ
従
ヒ

明
治
期
送
り
仮
名
法
制
定
経
緯
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
送
仮
名
ヲ
附
ス
コ
ト
ァ
リ

　
　
　
副
詞
　
接
続
詞
　
後
置
詞

　
　
第
二
変
則
　
語
尾
変
化
ス
ル
モ
ノ
ト
錐
モ
牢
ニ
ハ
慣
用
ト
便
宜
ト
ニ

　
　
　
　
　
従
ヒ
送
仮
名
ヲ
阿
亀
ザ
コ
ト
ア
リ

　
　
　
動
詞
転
成
名
詞
・
副
詞

　
こ
の
方
法
は
「
内
閣
」
に
受
け
継
が
れ
、
結
果
と
し
て
官
報
表
記
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
の
だ
が
、
内
容
は
「
文
部
省
」
を
も
と
に
、
中
根
の
品

詞
分
類
説
を
配
慮
し
て
構
成
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
「
中
根

2
」
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
因
ツ
テ
参
考
ノ
為
メ
始
メ
テ
官
報
局
ノ
送
仮
名
法
ヲ
閲
シ
タ
ル
ニ
、

　
　
是
ハ
旨
ト
余
ガ
ニ
十
年
前
二
作
リ
タ
ル
日
本
文
典
中
二
用
ヒ
タ
ル

　
　
品
詞
ノ
名
称
言
語
ノ
配
置
ト
文
部
省
ノ
送
り
仮
名
写
法
ト
ヲ
彼
此
打

　
　
チ
混
ジ
、
而
シ
テ
更
流
送
リ
仮
名
二
必
要
ナ
キ
者
ヲ
書
キ
添
ヘ
タ

　
　
ル
ニ
過
ギ
ザ
レ
バ
、
（
国
立
国
語
研
究
所
編
（
一
九
五
二
）
一
一
四
頁
）

　
た
だ
「
矢
崎
」
以
降
に
は
全
て
「
略
字
及
濁
音
字
ノ
事
」
と
し
て
濁
音

符
を
振
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
付
け
加
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
内
閣
」
で

は
「
送
仮
名
法
ノ
応
用
」
と
し
て
、
四
種
（
歌
、
和
文
、
詩
、
漢
文
）
一

八
の
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
文
体
の
適
用
範
囲
は
限
定

さ
れ
て
い
な
い
。

六
九



四
ノ
四
　
　
「
中
根
2
」
以
降

　
「
中
根
2
」
の
送
り
仮
名
法
は
先
述
し
た
が
、
中
根
の
送
り
仮
名
法
に

依
拠
し
た
も
の
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
教
育
指
針
と
し
て
の
性
格
を
打
ち

出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
佐
藤
」
に
お
い
て
は
序
に
「
中
学
生
徒
が
作

文
の
際
、
常
に
こ
の
法
則
を
暗
記
し
、
其
応
用
に
習
熟
す
る
こ
と
を
勤
め

し
め
た
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
藤
井
」
な
ど
は
非
売
品
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
静
岡
師
範
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
藤
井
が
国
語
教
育
の
現

場
で
使
用
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
「
陸
軍
」

の
よ
う
に
「
以
上
ノ
法
則
ハ
普
通
文
二
適
用
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
書
順

文
ニ
ア
リ
テ
ハ
慣
例
二
三
リ
送
仮
名
ヲ
省
減
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。
」
と

し
て
適
用
範
囲
を
明
確
に
示
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
た
だ
「
佐
藤
」
の
佐
藤
仁
之
助
は
黒
川
真
頼
に
指
示
し
て
お
り
、
序
で

も
そ
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
佐
藤
」
は
品
詞
分
類
の
面

で
は
「
中
根
2
」
以
降
に
属
す
る
が
、
「
内
閣
」
の
よ
う
に
実
例
を
示
し

て
い
る
部
分
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
佐
藤
」
は
「
中
根
2
」
と
「
内
閣
」

と
の
折
衷
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
送
り
仮
名
法
の
系
統
に
つ
い
て
、
影
響
関
係
な
ど
を

ふ
ま
え
た
上
で
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
ヶ
。

七
〇

鞍
置
擁
磁
彗
訓
τ
藤

田
中
　
　
箕
輪
系
統
（
箕
輪
・
中
島
）

五
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
の
指
摘
に
よ
り
、
従
来
あ
ま
り
明
確
で
な
か
っ
た
送
り
仮
名
法

の
系
統
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
流
れ
が
示
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
国
語
調
査
委
員
会
編
の
『
送
仮
名
法
」
が
、
送
り
仮

名
法
に
お
け
る
整
理
統
合
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
考
に
委
ね
た
い
。

　
今
後
は
、
送
り
仮
名
法
が
実
際
の
送
り
仮
名
表
記
に
対
し
て
ど
れ
ほ
ど

の
影
響
力
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
具
体
的
に
は
口
語
文
の
普
及
に
伴
う
矛

盾
顕
現
化
の
過
程
を
、
雑
誌
な
ど
の
表
記
を
通
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
た
送
り
仮
名
に
絡
む
仮
名
遣
い
に
も
検
討
す
べ
き
課
題
は

多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

注

（
1
）
「
お
く
り
が
な
」
や
「
す
て
が
な
」
と
い
っ
た
用
語
の
史
的
変
遷



（
2
）

（
3
）

上
田

菊木
地枝

圭増
介一

に
つ
い
て
は
、
菊
池
（
一
九
九
六
）
を
参
照
。

こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
木
枝
増
一
（
一
九
三
八
）
に
言
及
が
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
発
表
者
未
見
で
あ
る
。

中
根
の
文
法
学
説
に
つ
い
て
は
拙
著
（
二
〇
〇
二
）
を
参
照
。
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国
文
学
』

二
〇
・
六

二
〇
〇
二
　
　
『
明
治
前
期
日
本
文
典
の
研
究
』
和
泉
書
院

一
九
九
九
　
　
「
二
つ
の
「
送
り
仮
名
」
」
『
明
星
大
学
研
究

紀
要
』
七

一
九
七
七
　
　
「
現
代
仮
名
つ
か
い
と
送
り
仮
名
」
大
野

晋
・
柴
田
武
編
羅
鰍
日
本
語
3
　
国
語
国
字
問
題
』
岩

明
治
期
送
り
仮
名
法
制
定
経
緯
に
つ
い
て

原
口
　
　
裕

古
田
東
朔
編

松
井
　
簡
治

三
宅
武
郎
嵩

置
書
店

一
九
八
九
　
　
「
近
代
と
送
り
仮
名
」
『
漢
字
講
座
四
　
漢

字
と
仮
名
』
明
治
書
院

一
九
八
三
　
　
『
小
学
読
本
便
覧
　
第
六
巻
』
武
蔵
野
書
院

一
九
三
八
　
　
「
国
語
国
文
に
関
す
る
昔
語
り
」
『
国
語
』

（
東
京
文
理
科
大
学
）
三
・
三

一
九
六
二
　
　
『
送
り
仮
名
法
資
料
集
』
明
治
書
院

付
記
　
本
稿
は
第
六
九
回
国
語
語
彙
史
研
究
会
（
平
成
一
三
年
一
二
月
八

日
、
奈
良
女
子
大
学
）
で
の
研
究
発
表
「
送
り
仮
名
法
と
国
語
調
査
委
員

会
」
の
前
半
部
分
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
ご
助
言

頂
い
た
各
位
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
は
平
成
＝
二
年
度
日

本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
奨
励
研
究
（
A
）
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
さ
ん
と
う
　
い
さ
お
・
本
学
専
任
講
師
）

七
一


